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れる。2 つ目は第 2～4 章の制度編で，「社会自由主
義国家」を支える諸制度が，国家→社会→市場の順

















































































































































































































点だ」が解となる。1970 年代と 2000 年代では，主
要輸出品が異なる，国営企業が顕著に減り民間主導
経済へと変わった，保護貿易重視から自由貿易指向
へと変化した，高率の慢性インフレが終焉した，貧
富格差が緩和したなど，個別の相違点は数多くある
が，国家，市場，市民（連帯経済）セクターの 3 部
門から成るブラジル経済の全体構造の変化に注目す
ることが肝要である。社会自由主義国家というキー
ワードは，新しい成長を説明する有効な手がかりで
ある。多様な方向性を同時にみせる「わかりにく
い」ブラジル経済への疑問について，本書から多く
の答えを得られるのである。
ただし明確な答えが与えられていない論点も，な
くはない。たとえば資源ブームに沸いた 2000 年代
以降のブラジルで「オランダ病」や「資源の呪い」
が生じているかどうかはひとつの問題で，判断が難
しいのであるが，本書では 1990 年代を論じる部分
のみで「オランダ病」に言及されている（第 1 章，
23 ページ）。中小企業の技術革新に注目しているこ
ともあり，最近については「オランダ病」仮説を著
者は重視していないか，または否定的である，と評
者は深読みした。
Ⅳ　コメントとまとめ
最後に，本書に対しては違和感を覚えないが，あ
えて次の点を論点として挙げておきたい。それは，
環境問題が本書では除外されている点である。この
分野は，「社会自由主義国家」ブラジルの弱点とい
える（例：アマゾン熱帯林の大規模な消失が減少し
つつも継続）。著者がこの国の環境問題に関する研
究でも先駆者であり，多数の論考を発表してきた事
実を考慮に入れると，このテーマの除外が意図的だ
ということは明白である。これらの分野ではブラジ
ルの後進性が顕著で，日本のモデルの役割を果たさ
ないのである。このように考えると，環境問題の除
外は自然といえる。しかしあえて弱点分野を明示的
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に分析に組み込めば，「社会自由主義国家」の現在
と将来についての評価は，異なるものとなるかもし
れない。
本書は「日本が見習うべき経済発展モデルとして
のブラジル論」に仕上げたという意味で，「発展途
上国について日本人読者を対象に日本語で出版す
る」ときのひとつのモデルといえる。本書は，読者
に対して，ブラジルの経験に学びながら，日本の経
済社会の改革にどう関わるべきかという宿題を与え
ている本でもある。
（横浜国立大学大学院国際社会科学研究院教授）
